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1.はじめに 側結合ストリップ線フィルタ回路を固有モード展開に基づ
き解析する手法が提案されている(I)(2)oここでは､図1に示す トリプレー

ト型対称2段 1共振器についての固有モードの存在を共振動作時におい

て､外部入力線路と側結合回路との結合の程度を測定することで確認した

ので報告する｡

2.2段1共振器の固有モード 結合ストリップ線は､偶モード,脊モー

ドに分けて考えることが一般的であり､2段1共振器の場合でも､各区間

の導体で終端開放の境界条件を考慮すると6GHz,18GH2.共振時では次式が

得られる｡

V.(1)-2Aecosβr(り
vo" --2与A.co埴 1̀'

L=7.72[mm] Cs-2･62(Rexolite2200)

S=0･2lmmj Ye,Yo:偶,奇モード特性アドミ

ve'2)=-2(-1)"Aesinβx'2) d-1･45lmm] タンス

vo'2'--2(-1)･iA.S埴 2̀' 図 1 トリプ- ト型2段 1共振器概略図

この式に正規化を施すことにより各区間での正規化固有関数を得られ､固

有モードの電圧分布がわかる｡また､12GHzでは3つの導体すべてが共振

券となるため､3種類の電圧分布が存在する｡

3.実験による固有モードの確認 この固有モードの電圧分布を実験によ

り確かめるため､図2のように導体(1)の長さ方向の各部分(L-7.72Trlm)で

入力線路とS-0.2mmの間隙を設けて結合 させ､その共振動作時(

6,12,18GHz)での結合の程度を測定する方法を用いた｡誘電体厚がd=1.45

mnと比較的厚いため､漏れ電界部分も含めて実際の線路長以上で測定し

た結果を図3に示す.図3からいえることは､減衰が小さいところは電圧

が高く､減衰が大きいところは低い分布のため6GHz,で1/4波長,12GHzで

半披見 18GHzで3F4波長の電圧固有モー ドが分布しているといえるOま

た､線路端で電圧最大最小とならないのは実効長補正を施していないため

多少ずれており､特に18GHzでは電圧が0となる点は線路長の1βである

L=2.57mmでなければならないが､測定結果は低い周波数-移行 してい

るOこれは､中心周波数6GHz.設計であることと束補正のため実効長の分

だけ長さ方向に長い分布であることを示している｡

4.おわりに トリプレート塾側結合ストリップ線フィルタ回路の固有
モードの電圧分布を外部入力線路との結合を実験的に調べ､固有関数の導

出から求めた結果とほぼ等しい結果が得られた｡今後､多段回路の固有

モードの確認を試みる予定であるO
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図2 実験用測定回路
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図3 測定結果


